


<28> 

 

6. これまでの掘進区間の地盤状況の調査結果（エリアＢ） 

6.1 調査対象範囲区間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2 地表面変位計測結果 

  エリア B において、地表面沈下量は最大-6mm であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  エリア B において、地表面傾斜角は最大 0.3/1000rad であった。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北行トンネルの掘進後の結果を反映 
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エリアＡ エリアＢ 

北行トンネルの掘進後の結果を反映 
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東久留米層 

シールド掘進停止位置 

エリア B において、地表面変位量は最大-6mm であった。 

エリア B において、地表面傾斜角は最大 0.3/1000rad であった。 
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